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島田市地域防災リーダー
養成講座

～南海トラフ巨大地震と被害想定について～

静岡県中部地域局

危機管理課



社 会
災 害

自 然
・誘因

地震、台風など
・素因

地形、地質、人口など

その他（原発事故、航空機の墜落など）

防
災

・誘因をできるだけ早く見つける
・素因をあらかじめ認識する

災害とは

災害は忘れたころにやってくるいかなる時でも



主な地震災害



能登半島地震

◆地震の概要 
日時 令和６年１月１日（月）16時10分
震源 石川県能登地方 深さ 16km 
規模 マグニチュード7.6 
震度 震度７：輪島市、志賀町

震度６強：七尾市、珠洲市、穴水町、能登町
震度６弱：中能登町、新潟県長岡市
長周期地震動階級４：石川県内

津波 金沢観測点：80cm
現地調査で能登町、珠洲市で浸水高４ｍ以上

新潟県上越市で遡上高５ｍ以上
地殻 輪島市西部：西方向最大約２ｍ、隆起最大約４ｍ
変動 珠洲市北部：西方向最大約３ｍ、隆起最大約２ｍ



能登半島地震



能登半島地震



能登半島地震（被害の特徴）
◆半島での災害

・半島の先端部が震源地
・道路の寸断による初動対応の遅れ
◆顕著な建物被害

・群発地震による家屋へのダメージ
・「能登瓦」の古い木造住宅 
◆長期の断水

・点在する集落に長い水道管
・老朽化（継ぎ手耐震化率） 
◆液状化被害

・新潟市の一部、石川県内灘町など広い範囲で発生
・潟湖や砂丘 
◆元日に発生

・帰省中で住民以外の被害
・公務休暇（地元から離れている職員）



静岡県の被災地支援
○静岡県の支援（７/５ 静岡県公表資料）
・人的支援：累積 3,271人(延べ 18,292人日)

消防（緊急消防援助隊等）約1,500人
警察（広域緊急援助隊等）約  430人
医療・福祉 約  800人
行政（県、市、町） 約  520人
中長期派遣 行政、土木、環境分野 20人

・物的支援:水、アルファ化米、衛生用品など
穴水町、七尾市、中能登町、かほく市

・トイレトラック（トレーラー）
穴水町：磐田市、藤枝市(シャワーも)

島田市、吉田町、西伊豆町
珠洲市：富士市



県内市町の被災地支援

藤枝市シャワートラック

吉田町・磐田市トイレトラック

自衛隊給水車等藤枝市トイレトラック

生活環境TKB T:トイレ K:キッチン B:ベッド

島田市トイレトラック



南海トラフ地震



南海トラフ地震

前回の南海トラフ地震から約８０年が経過しており、今後30年
以内発生確率は70～80％と評価されている。



島田市で想定される危険



島田市で想定される危険



島田市で想定される危険



大規模な地震が起こった際に、被害がどのくら
い発生するのかを予測したもの

国や県、市町が実施する減災対策の目標
を定めるための基礎資料として策定

＜計算方法＞
その地域で過去に一番大きな被害が出た地震を
再現し、今現在、それと同じ地震が起きたら、
どの程度の被害になるのかを計算する

→安政東海地震（1854年）をベース

地震被害想定とは



南海トラフ巨大地震は、南海トラフ沿いで発生する様々なタイプ
の海溝型地震の１つで、想定外をなくすため創り出された最大の
地震

静岡県第４次地震被害想定



国や県、市町が実施する減災対策の目標
を定めるための基礎資料として策定
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静岡県第４次地震被害想定



静岡県第４次地震被害想定



阪神・淡路大震災（Ｍ７．３） １５秒
東日本大震災（Ｍ９．０） ３分１０秒
想定東海地震（Ｍ８．０） ６０秒
第４次地震被害想定（レベル１） １～２分
第４次地震被害想定（レベル２） ３～４分

レベルの違い＝揺れの継続時間



重点項目 具体的な施策 

自助 
・早期避難意識の向上と持続 
・家庭内等の飲料水・食料等の備蓄徹底

・県民の防災意識の高揚(わたしの避難計画) 
・県民の飲料水・食料等の備蓄の促進 

共助 
・要配慮者の支援体制の確保 
・自主防災組織の活性化 

・要配慮者の避難体制の整備 
・避難所運営訓練実施、防災男女共同参画 

公助 
・避難時・被災後の生活の質の確保 
・ハード整備の着実な推進 

・津波避難施設、避難所の整備・環境改善 
・津波防御施設の整備 

地震・津波対策アクションプログラム



東海地震の震源域の前兆すべり(プレスリップ)を捉え、
高い確度で地震発生を予知できる

東海地震予知情報    警戒宣言

地震の発生前に

地震予知はできないの？

１現在の科学的知見からは確度の高い地震予測は
難しい(2013.５)

２地震予知を前提とした大規模地震対策特別措置
法に基づく対応は見直しが必要(2017.８)

南海トラフ地震臨時情報の運用開始
（2019年５月31日15時）

東日本大震災の教訓



地震が起きた後
に情報発表

南海トラフ地震臨時情報



南海トラフ地震臨時情報



強い揺れから命を守る



家屋倒壊、停電、断水
家で生活できない

避難所

避難
場所

今からできる備え(避難)

市の指定避難場所（学校など）に避難

耐震化、備えあり
家に戻って生活できる

自宅で避難生活

一時避難場所に、一時的に避難
命を守る



市や町の正しい情報を入手⇒早めの行動

今からできる備え(避難)



復 旧 ま で の 期 間

電 気 応急復旧に１週間程度

水 道 上水道（５～６週間）→１ヶ月以上
 下水道（５週間程度）→１ヶ月以上

ガ ス 都市ガス（４～６週間）→１ヶ月以上
LPガス（３～４割の家で点検が必要に）

電 話 固定電話（応急復旧に２週間程度）
 携帯電話（応急復旧に２週間程度）

エレ
ベータ

震度４以上でほぼ全て停止
 電力復旧、点検後に使用可能

今からできる備え(ライフライン)



今からできる備え(情報収集)

気象に関する情報を調べてみましょう！



今からできる備え(情報収集)



今からできる備え(家具の固定)



『自主防災新聞８０』（静岡県地域防災活動推進委員会）より

今からできる備え(非常持ち出し品)

必要なものは人それぞれ違う



水：３リットル×７日分×人数

食料：７日分×人数

４人分

今からできる備え（水、食料）

ローリングストック



携帯トイレ
１人 １日 5回分 ×

7日分

4人家族なら
5×４×７＝１４０個

今からできる備え（トイレ）



自らの命は
自ら守る

自らの地域は
皆で守る

自助・共助支援
地域の安全確保

今からできる備え(コミュニティ)

「備えていたことしか、役には立たなかった。
 備えていただけでは、十分ではなかった。」

     ～  国土交通省東北地方整備局 「災害初動期指揮心得」 ～
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